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  In general， testicular tumor in infancy and childhood is relatively rare． ． Three infantile
testicular tumors were recently experienced in the boys aged 12 months， 2 years－10months and
10months respective工y．
  The first and the second case were embryonal carcinoma and the third was benign teratoma
histologically．
  High orchiectomy was performed and all cases are well without any evidence of metastasis
up to the present．
  Collecting 85 cases of testicular tumor in infaney and childhood since 1963 to June 1968
from Japanese literature， we reviewed and discussed age incidence， site of tumor， histological
diagnosis， symptom， treat皿ent and prognosis of this disease．
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Fig． 2 Phot micrograph of embryonal carcinoma
 （Case 1）．








Fig． 3 Testicular tumor in a 2－year and 10一 Fig． 4 Photomicrograph of ernbryonal carcinoma
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embryonal carcinoma， orchioblastoma 45例，
interstitial ce！l tu皿or 40例， gonadal stromal
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報告者羅年 令罹患側組織診断 症状発現より来院までの期間 治 療 備 考
1 荒 木・9631・・日左成熟奇形腫 2 週 除 睾 術 大きさ5，0×3．5×3．Ocm
2 高 橋  〃 2才6月右胎児性癌1・カ山懐芸術 大きさ4，0×2．8×2．7cm，12g，術後7カ月経過良好
3佐々木〃1才6月右胎児性忌 辰窒術 摘出二二6．09，腫瘍は睾：丸尾部に位置し，比較的境界明瞭で大豆大・乗松・ほかレ 3才7月右 乳噛状腺癌 7 ヵ月 丁霊術 大人の手二大，140g，術後1年4ヵ月目死亡，剖検で肺（両側），右胸部，リンパ節（肺門部，気管分岐部，食道周囲）転移（＋）
5 木村・ほか 〃 幼児  両側 肉 腫 同時両側発生
6津崎・ほか〃2才7月左胎児性癌半 年除峯術＋60Co照射 大きさ8．o×5．5×2．5cm，70g，術後158日目死亡
7桜根・ほか 〃 9月   胎児性癌＋左    セミノーム 寸寸術＋X線照射 大きさ鶏卵大
8 横 溝  〃 1・才左1成熟奇形腫・ヵ月除ee術 大きさ3．5×3．0×2cm，13g，術後胸部転移なく健康
・1森 永・ほか  〃 6才 左1成熟奇形腫 大きさ驚卵大
10 神 定  〃 1才3月 左［成熟奇形副 除 聖 術 大きさ8×5×3cm，59g
11  林  ・ほか  〃 1・才醐鶴、晶晶蔀 両側除睾術 同時両側発生，全身に波及し死亡
12 片 面〃 2才 右胎児性癌
！3小野・ほか 〃 1才6月 左 胎児性癌 3 ヵ 月 除睾術 1。肺左前細確執齪術をうけている：一」大きさくるみ大， 179．術後122日特別な所見見られず，約6
14吉川・ほか1964 14才 右 類皮様嚢腫 2 カ月睾丸部分切除 退院後3週間目来院せるも特に異常を認めず．
・5 m同 上1〃ll・月 左1  成熟奇形腫 2 カ月 除睾術十レ線深部照射 大きさ 3．2×3．Ox2．7cm，20g，退院後1カ月胸部レ線，腹部臨径畿ど曝常を認めず．
16 梶谷・ほか  〃 3才10月 月台  5巳  ’i生  癌 除治術＋60Co照射 術後生存している．
17 同 上  〃 9月 胎児性刷 除睾術＋60Co照射 術後生存している．
18 同 上  〃 10．目 胎児性癌1 除睾術＋60Co照射 術後生存している．
！9渡辺・ほか 〃 6才  左  言言横紋筋肉腫      除睾二一トX線深部照射1 ヵ 月     1，500ア，局所照射1，000γ
大きさ5．5×4．0×4．Ocm，57g，4カ月後死亡，剖検左腎前面
後腹膜，左尿管，腸骨動脈交叉部に転移腫瘤（＋）
20 志 賀  〃 6月 左 胎児性腺癌 1除治術 1大ぎさ・・3・・・・…1・M・・9





報告糊難年令織側繍診断麟灘輔1治 療 備 考
22 佐々木・ほか196414才左良性奇形副11－12年除睾術峯丸小鶏卵大，529，睾丸中央部に1×1 cmやや膨隆Uた嚢胞状の部分2コ
23 同 上  〃 1才5月 左  胎 児 性 癌 2 カ 月 除睾術（他院），試験開腹  他院にて除睾術後4カ月にして後腹膜腔転移約5カ月で死亡
24 同 上〃1才5月左胎児性癌2カ月除睾術＋術後照射
25 同 上  〃 1才睡1奇形腫・一月除睾術＋術後照射
26 同 上〃2才9月左奇形腫2年9カ月除睾術
・・大脳・か1・・ ・月左成熟奇形副・ 週 除睾術 大きさ2．4×1．6×1．4CM，術後！年2カ月現在転移の徴候認められない．
28 畑 〃2才4月左胎児性癌10日 除睾術＋リンパ節郭清 リンパ節転移認められず，術後1ヵ月健在．29陣蔚蚕か〃 ・碧山奇形癌 除翠術 1山雲歎
30阿部・ほか ” 3才 胎 児 性癌 大きさ2．0×L7×1．3cm，6．lg
31i上村・ほか〃 8月  右 未熟型奇形腫      除睾術＋X線照射（陰嚢な2 カ 月     らびに骨盤部）3，000γ 509，術後90日再発の徴候はない．
32・川 住1965 ［・才左胎生期腺癌 1除睾術・MM・ 陶陳
33松本・ほか〃1才6月右良性奇形劇1 年半除睾術 大きさ4×4×5cm
34 時 実・ほか  〃  11才  左 睾丸間質細胞腫 1除睾術 大きさ胡豆大，159．





36鍬塚・ほか 〃 1才4月 左 胎児性腺癌 除． ﾎ術
・・島木・ほか1〃 ・才1右胎児性癌11 週 除睾術 大きさ2．ア×2．0×2．Ocm，99
・・ 1同 上  〃 2才7月左1良性奇形腫・一月除睾術 大きさ2．O×1．2×1．Ocm，3．4g
39 同 上 〃 2才1月右 良性奇形腫 1年／0カ月除睾術 大きさ5．0×3．5×3．2m，26g
40大北・ほか．〃 5才 両側 細網肉腫 4 カ 月 三豊術 某医で4月右除睾術，5月中旬左睾丸の腫脹とともに全身ところどころに紅斑，12月末死亡．
41 阿部・ほか 〃11月左隊熟奇形腫・カ月除睾術 大きさ5．0×4．2×3．Ocm，58g
42 小出来・ほか 〃1才・月1右胎児性癌・カ月除睾術＋EX 1，600mg1大きさ・・・…m・・arJ後1・胡肺転移騰影獣
・3i高井・ほか  〃 ・才陸胎児性癌 除睾術
iS
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45 同 上列・才左瞬骨肉劇・一月 除塞術＋60Co 6，000γ1大きさ栂歩歩歩歩噸元中・
46渡辺・ほか1〃 ・才影回・ノーム・ 週 除塞術十放射線照射2，560γ健在
・・ P同 到〃 ・才1右回・ノーム 放射線照射1，600γ 陣室で出醜
48P同 上〃障才剤奇形癌12 週 放射線照射5，900γ 手術せず4年後健在．
49 同 上1〃 ・才睡胎児性癌12 副除睾術傲等等射・・・…
50 同 上1〃 1才1左胎児性癌12週1除睾術・灘歩射・，…γ 2年健在
51 1同 上  〃  1．4才  ：右  胎 児 性 癌 4 避除睾術十放射線照射4，126γ 2年健在
52 同 上  〃 3才左胎児性癌7 画除睾術・捌繍射・・・… 3年健在
53 同 上  〃 ・計測胎児性網・・ 週 除睾術＋放射線照射lOOγ 放射線照射後5カ月で死亡．
・・ P同 上〃1．8才左胎児性癌4 週lue術・捌繍射1・96・・1・年健在
55P清 水  〃 11月右胎生的腺癌1カ月購簾＋リソ櫛郭清＋レ 術後1年経過良好，陰嚢水腫合併．
56倹¥子・ほか19662才左月台児性癌 除 睾術









59 1同 上  〃 1才3月 半胎児性癌1・力則除睾術・EX 大きさ8×5×5CM，90g
60入沢・ほか 〃 2才3月左成熟奇形画・   除睾術＋後腹膜リンパ二二年  清 大きさ2．9x2．0×2．Ocm，20g後腹膜リンパ節腫脹認められず．
61 局 “ ・才劃胎生期癌・ ・1騰‡翻畿十二叢論膣姦乏鼎蟹縛獲鰯難禽。鱗青汁
62南後・ほかi196・1・才左横紋筋肉腫 除 睾 術 1大きさ12×7×4cm，175g峯丸固有鞘膜側壁板腫瘍，睾丸は未熟睾：丸で著変変なく被膜で覆われる，
63  涼頁  里予・eまカ、   〃 8月 左  セミノーム
64美川・ほか〃 ・月左胎児性癌・カ月1鯉術＋EX 33・m・大きさ3．5×2．5×2．Ocm，14g，退院後健在．
65  ti、 イ公。ウまカ〉   〃 2才  左  腺 癌
報告者難年 令 罹愚、倶ll 組 織 診 断 難狸軸治 療 備 考
66  飯  田口クまカ、  1967   11月 胎児性周
67  浅  井・ウまカ■   〃 1才 胎 児 性癌
68 同 上1列12訓 響鞭なし細 t
69 佐々木・ほか19683才1右1胎児性癌・週 除 詮術 大きさ2．0×1．6×1．5cm，4．2g術後2ヵ月再発の徴なし．
70河合・ほか〃1才6月左奇形腫 右鼠径部停留睾丸．
71 白 井1〃 1才7月目胎雇細・ 日 除睾術＋EX 注ぎき2．0×2．0×1．5cm；6．4g約1カ月後の胸部写重では転移像はない．
・2~雨・か1列・才 回騎形画 除睾術 1術後・力半在
731安 食  〃 6月  左 奇  形  腫 除睾術 大きさ5．0×3．8×2．・2cm，34g
74辻・ほか〃1才3月右胎児性癌4日 除睾術＋放射線照射 大きさ くるみ大；9年後健在，2日前穿刺．
75 同 上レ 7月  左 胎児性癌 1．5ヵ月 除睾術＋X線照射3，500r 大きさ くるみ大，8年8カ月後健在，半月前穿刺．
76 同 上 〃1 ，1才障子膿画・・ 日薩術・翻線鰍 睡・碗駄睾芽体多小亭・・年1・・月駐

















8・ P同 上  〃 11月 左胎児性癌9カ月除睾術 1大きさ三半大（？）・・年・力半在
82 同 上  〃 ｝4才 左皮様嚢腫5
83  斉  藤・クまカtS   〃 1才右胎児性癌1カ月除睾術
・・ _一一…Thl．．〃2才10月         r左胎児性癌1
   年除睾塵鹸2。櫛郭清1大き・手拳大2249・3力編酷1才馳側墜オ・瘤㈱
                麟謬纏離捌。力璽色撃墜生1
・一・日田術・EX…m9 醗、ぞ：5×1・5×1廊・69・術後8力腱尋≦：蒲発の伽み
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